
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当
協
会
発
展
の
た
め
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
１
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
当
協
会
の
全

て
の
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
非
常
に
寂
し
い
１
年
と
な

り
、
一
日
も
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
10
月
25
日
に
当
協
会
副
会
長
の
新
田
八
朗
氏
が

知
事
に
見
事
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
各
位
の
お
陰
で
あ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
日
台
交
流
に
大
い
に
期
待
し
、
当

協
会
と
し
て
も
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
で
は
台
湾
政
府
か
ら
日
本
に
マ
ス
ク
が
い
ち
早
く
２
０
０
万
枚
贈

ら
れ
、
本
県
へ
も
台
湾
の
在
日
団
体
、
台
湾
か
ら
も
５
度
に
わ
た
り
マ
ス
ク

や
防
護
服
な
ど
贈
っ
て
い
た
だ
き
改
め
て
台
湾
政
府
は
じ
め
関
係
各
位
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
台
湾
人
の
日
本
人
を
思
う
お
心
に
い
た
く

感
激
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
台
湾
政
府
の
初
期
対

応
を
は
じ
め
多
く
の
こ
と
を
日
本
は
学
ぶ
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
我
が

国
の
緊
急
事
態
へ
の
備
え
の
甘
さ
、
国
民
の
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
と
の
外
交
課
題
が
山
積
す
る
状
況
下
で
蔡
英
文
総
統
が
昨

年
５
月
に
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、

我
が
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
７
月

に
「
台
湾
民
主
化
の
父
」
と
も
称
さ
れ
、
と
て
も
親
日
家
で
日
台
交
流
を

深
化
さ
せ
た
偉
大
な
る
政
治
家
李
登
輝
元
総
統
が
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
は

誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
が
早
く
終
息
し
日
台
交
流
が
こ
れ
ま
で

の
状
況
に
戻
り
、
両
国
の
一
層
の
交
流
促
進
に
貢
献
で
き
る
よ
う
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
さ
ら
に
は
本
年
が
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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２
０
２
１
年
、
令
和
３
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
新
年
を
心
か
ら
御
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
中
川
会
長
を
は
じ
め
、
貴
協
会
の
皆
様
そ
し
て

御
家
族
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

は
災
害
の
無
い
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
皆
様
と
と
も
に
祈
る

ば
か
り
で
す
。

　

２
０
２
０
年
を
振
り
返
る
と
、
や
は
り
新
型
肺
炎
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
尽
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
反
映
し
て
、
台
湾
で
は
２
０
２
０
年
を
表

す
漢
字
に
「
疫
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
12
月
24
日
の
時
点
で
、
全
世

界
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
７
８
０
０
万
人
、
死
者
１
７
１
万
人
に

達
し
ま
し
た
。
一
方
、
２
３
５
０
万
の
人
口
を
擁
す
る
台
湾
の
新
型
コ

ロ
ナ
累
計
感
染
者
数
は
７
７
６
人
、
死
者
７
人
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る
中
、
台
湾
の
感
染
症
防
止
策
が
世
界
的

に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
台
湾
か
ら
日
本
へ
の
観
光
が
か
な
わ
な
い
今
、
台
湾
人
の

日
本
へ
の
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
ま
た
、
台
湾
に
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
日
本
人
も
多
数
お
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
ロ
ス
」
と

い
う
現
象
が
起
き
、
流
行
語
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日

も
早
く
終
息
し
、
台
湾
と
富
山
と
の
人
的
交
流
が
再
開
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
大
阪
弁
事
処
長
に
着
任
し
て
か
ら
２
年
あ
ま
り
が
経
っ
た
今
、

台
日
間
の
緊
密
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
激
動
す
る
国

際
情
勢
の
中
で
、
両
国
の
友
好
協
力
関
係
が
い
か
に
重
要
で
あ
り
、
双

方
の
橋
渡
し
を
担
っ
て
い
る
自
分
の
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
て

い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
台
湾
と
日
本
が
手
を
携
え
、

新
し
い
歴
史
と
新
し
い
友
好
交
流
を
築
き
上
げ
る
べ
く
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
引
続
き
お
力
添
え
の
ほ
ど
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
２
０
２
１
年
、
台
湾
と
日
本
の
飛
躍
と
力
強
い
前
進
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
富
山
県
日
台
親
善
協
会
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
御
多
幸
と
貴
協
会
の
更
な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

富
山
県
日
台
親
善
協
会  　
　

会
長 

中
川　

忠
昭

台
北
駐
大
阪
經
濟
文
化
辦
事
處

代
表 

李　

世
丙

新
年
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あ
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さ
つ
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募
集
中
!

交
流
ひ
ろ
ば

交
流
ひ
ろ
ば

「
八
田
ダ
ム
」よ
り
先
に
宜
蘭
市
に

堤
防
を
築
い
た
西
郷
菊
次
郎

広
嶋　

寿
雄

日
本
統
治
時
代
、日
本
政
府
は
、台
湾
の
近
代

化
の
た
め
に
膨
大
な
予
算
を
投
入
し
て
、道
路
や

鉄
道
、港
湾
の
建
設
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
し

進
め
、こ
れ
が
台
湾
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

八
田
與
一
が
完
成
さ
せ
た
台
南
の「
烏
山
頭
ダ

ム
」が
有
名
だ
が
、こ
の「
八
田
ダ
ム
」の
先
に
台
湾

の
治
水
灌
漑
に
取
り
組
ん
だ
日
本
人
が
い
た
。あ

の
西
郷
隆
盛
の
息
子
、西
郷
菊
次
郎
で
あ
る
。こ

の
こ
と
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

西
郷
菊
次
郎
は
、12
歳
の
時
米
国
３
年
間
留

学
。17
歳
の
時
西
南
戦
争
に
薩
軍
の
一
員
と
し
て

参
戦
す
る
が
、右
足
を
撃
た
れ
膝
下
を
切
断
し

た
。そ
の
直
後
、隆
盛
の
弟
西
郷
従
道
の
官
軍
に

投
降
し
た
。以
後
、菊
次
郎
は
従
道
の
支
援
を
得

て
外
務
省
に
入
り
、米
国
公
使
館
で
勤
務
。

１
８
９
５
年
、菊
次
郎
は
34
歳
の
時
、台
湾
が

日
本
に
統
治
さ
れ
る
と
、台
湾
総
督
府
参
事
官

と
し
て
台
湾
へ
。そ
の
２
年
後
、台
湾
の
北
東
部
の

宜
蘭
の
初
代
庁
長（
県
知
事
）に
就
任
。５
年
半
勤

務
し
、宜
蘭
の
近
代
化
に
努
め
た
。

菊
次
郎
は
日
本
人
と
現
住
民
と
の
差
別
意
識

を
な
く
し
、宜
蘭
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力
を
注
い

だ
。河
川
工
事
、農
地
の
拡
大
、道
路
の
整
備
、樟

脳（
し
ょ
う
の
う
）産
業
の
発
展
、農
産
物
の
増
収

政
策
を
実
施
す
る
と
共
に
教
育
の
普
及
に
も
力

を
入
れ
た
た
め
、治
安
が
良
く
な
り
住
民
の
生
活

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

中
で
も
一
番
力
を
入
れ
た
の
が
、宜
蘭
住
民
の

悲
願
で
あ
る
宜
蘭
川
の
氾
濫
を
な
く
す
こ
と
で

あ
っ
た
。宜
蘭
川
は
台
風
の
直
撃
に
よ
っ
て
一
変

す
る
。濁
流
は
堤
を
乗
り
越
え
、田
畑
や
家
を
押

し
流
し
、伝
染
病
が
蔓
延
す
る
な
ど
、住
民
は
毎

年
洪
水
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。

菊
次
郎
は
台
湾
総
督
府
と
粘
り
強
い
交
渉
の

末
、巨
額
の
補
助
金
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功

し
、１
９
０
０
年
着
工
。１
年
５
か
月
の
歳
月
と
巨

費
を
か
け
た
13
・
７
km
の
宜
蘭
川
堤
防
は
完
成
。

こ
の
工
事
を
見
守
っ
て
い
た
宜
蘭
の
住
民
は
堤
防

の
威
力
に
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
、こ
の
時
以
降
、宜

蘭
川
の
洪
水
は
二
度
と
起
き
な
く
な
っ
た
。堤
防

の
威
力
を
体
感
し
た
住
民
は
喜
び
、菊
次
郎
を

称
賛
し
た
。

こ
の
堤
防
の
完
成
に
よ
り
、感
激
し
た
宜
蘭
住

民
は
、「
西
郷
庁
憲
徳
政
碑
」と
刻
ん
だ
石
碑
を

堤
防
に
設
置
し
て
菊
次
郎
を
顕
彰
し
た
。後
に
強

固
な
堤
防
に
守
ら
れ
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
住
民
か
ら「
西
郷
堤
防
」と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
１
９
４
５
年
、日
本
敗
戦

に
よ
る
混
乱
で
顕
彰
碑
の
存
在
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
た
が
、１
９
９
０
年
に
発
見
さ
れ
、中
山

橋
横
の
堤
防
上
に
移
築
さ
れ
た
。現
在
も
菊
次
郎

の
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
。多
く
の
日
本
人

が
台
湾
を
訪
れ
る
が
、こ
の
こ
と
を
知
る
日
本
人

は
少
な
い
。

現
在
、宜
蘭
市
は
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、

台
北
か
ら
高
速
道
路
で
30
分
で
行
け
る
よ
う
に

な
り
温
泉
地
と
し
て
も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。菊

次
郎
は
帰
国
後
京
都
市
長
を
７
年
余
り
勤

め
、１
９
２
８
年
、68
歳
で
死
去
し
た
。

富
山
日
台
協
ニ
ュ
ー
ス

５
月
18
日

台
湾
か
ら
の
マ
ス
ク
１
万
枚
を
県
に
寄
贈

　

中
川
忠
昭
会
長
と
武
田
慎
一
県
日
台
議
連
事

務
局
長
は
県
庁
を
訪
れ
、台
湾
の
蔡
英
文
総
統

か
ら
届
い
た
マ
ス
ク
1
万
枚
を
石
黒
雄
一
厚
生

部
長
に
手
渡
し
た
。石
黒
部
長
は「
マ
ス
ク
不
足

が
叫
ば
れ
て
い
る

中
で
大
変
感
謝
し

て
い
る
」
と
謝
意

を
述
べ
た
。こ
の
マ

ス
ク
は
台
湾
政
府

が
交
流
の
あ
る
日

本
各
地
の
友
好
団

体
を
通
し
て
届
け

ら
れ
て
い
る
。

10
月
25
日

新
田
八
朗
氏
６
万
票
差
を
つ
け
て
新
知
事
に

　

当
協
会
副
会
長
で
日
本
海
ガ
ス
前
社
長
の

新
田
八
朗
氏
が
28
万
５
千
票
を
獲
得
し
、自
民

党
推
薦
現
職
の
石
井
隆
一
氏
を
破
り
初
当
選
し

た
。今
回
の
知
事
選
に
は
中
川
忠
昭
会
長
が
選

対
本
部
長
と
し
て
支
援
、高
田
順
一
副
会
長
は

じ
め
、当
会
員
の
多
く
の
皆
様
が
応
援
し
、激
戦

を
制
し
た
。
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▲当選確実となり万歳三唱する新田氏（中央） ▲2020年5月19日  北日本新聞掲載
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これからは、おなか改善水。
ビフィズス菌を増やして腸内環境を改善しお通じを良好にします。 毎日続けて「お通じ改善」

本 社／〒939-8650 富山市花園町1丁目1番5号

医薬品容器・医療用具の総合メーカー　医薬品（液剤）製造
代表取締役会長 高田　眞　代表取締役社長 高田順一
URL　https://www.hanshin-group.co.jp/

阪 神 容 器 株 式 会 社
阪神化成工業株式会社
ファーマパック株式会社

ファーマパック（株）本社
　 岡 山 工 場
　 茨 城 工 場
　 ＢＦＳ 大沢野工場

北陸硝子工業（株）本社

阪神化成工業（株）本社
　 東 京 支 店
　 御 殿 場 工 場
　 新川崎研究所
　 沖 縄 研 究 所
　 沖 縄 事 務 所

阪神容器（株）本社
　 北 陸 支 店
　 滋 賀 営 業 所
　 山 形 営 業 所

コロナ禍が早期終息し、台湾・富山の交流再開を願って 世界に先駆けいち早くコロナを克服した台湾に感謝台湾との友好の輪をさらに広げよう
台湾における新型コロナ感染症の取組み状況です。 学ぶために一覧表にしました。 （資料提供は台北駐大阪経済文化弁事処）

日 付 主 な 出 来 事 日 付 主 な 出 来 事

2019年 
12月31日

2020年 
 1月 2 日

 1月 7 日

 1月 11 日

 1月 12 日

 1月 15 日

 1月 16 日

 1月 20 日

 1月 21 日

 1月 22 日

 1月 23 日

 1月 24 日

 1月 28 日

早朝、台湾政府衛生福利部疾病管制署副署長：羅一鈞氏がインター
ネット掲示板で中國武漢市で原因不明の感染症発生の投稿を見つ
け、直ちに北京の衛生当局に問い合わせると同時に世界保健機関
（WHO）にも通告メールを送り、中国で一部の患者が治療のために
隔離されていると報告
台湾政府は夕方に臨時記者会見を開き、武漢の感染症状況を公表。
武漢からの到着便に検疫強化のため宣伝パネルを掲示し、台湾の
対中国窓口機関「大陸委員会」が中国渡航者に注意を促す

衛生福利部疾病管制署が会議を開き、水際対策の強化や医療従事
者の感染予防等を決定

武漢への旅行感染症危険レベルを第1級の「注意」とし、国際航空便
と「小三通」（台湾離島の金門、馬祖と対岸の中国との往来）について
検疫強化　　

蔡英文総統が総統選挙で817万票を獲得して再選

感染症専門家の莊銀清氏と洪敏南氏の2名を武漢に調査派遣（15
日帰国）

新型コロナウイルス感染症を第五類の法定伝染病に指定

中国湖北省武漢の感染症危険レベルを2番目の「警戒」に引き上げ 

台湾政府が疾病予防管理センター（CDC）3級に当たる「嚴重特殊
傳染性肺炎中央流行疫情指揮中心」（中央感染症指揮センター）を
立ち上げた。指揮官は疾病管制署署長周志浩氏。
武漢から帰国した台湾人女性が桃園国際空港で発熱を自訴、翌21
日感染判明

疾病管制署が武漢の旅行感染症危険レベルを第3「警告」に引上
げ。大陸委員会も武漢の旅行安全情報を「オレンジ色」に引上げ、渡
航を止めるよう呼びかけ

蔡英文総統はコロナ対策に関する国家安全会議を招集
内政部（内務省）移民署は1月末まで訪台予定の武漢の団体客24
組、429人の入境許可を取消

中央感染症指揮センターを2級に引き上げ、衛生福利部部長陳時中
（大臣級）が指揮を執る

交通部（交通省）観光局は中国への団体旅行の一時停止と中国から
の団体観光客受け入れの停止を旅行会社に通達

台湾国内初のコロナ感染者を確認

日本台湾親善協会会長衛藤征士郎衆院議員と山本順三参院議員
が台湾にマスク3000枚寄贈

中国人の台湾入境を全面禁止
マスク購入に実名制を導入

台湾の離島に「小三通」による両岸（中国と台湾）の往来を停止

行政院院会（閣議）でコロナの救済に向けた特別条例の策定と特別
予算の編成を指示。期間は1年、600億台湾元（約2200億円）を上限
として計上する方針。このうち約420億元（約1540億円）は内需型産
業、農漁業、運輸・観光業の支援に充てる。

コロナ感染症初めの死者（台湾中部に住む60代男性）

大型クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」に隔離されていた台湾
人19名が政府チャーター機で帰国。外交部（外務省）は日本政府の
協力に感謝

コロナ感染拡大の防止や経済振興などを盛り込んだ特別条例案が
立法院（国会）で可決。蔡英文総統は同日スピード署名し、公布。

行政院院会（閣議）で中央感染症指揮センターの開設レベルを最高
の「第1級」に引き上げる。陳時中衛生福利部長（保健相）が引き続き
指揮官を務める。

コロナで隔離、家族の世話で休職などに対する補償金制度が発表さ
れた。支給額は1人1日1000台湾元（約3500円）。一般的な隔離・検
疫期間である14日間の場合、1万4000元（約4万9000円）を受け取
れることになる。

蔡英文総統は国家安全会議を召集、コロナ感染拡大に伴う経済活
動縮小への対応策として5項目を指示、約3480億円投入

台湾立法院院会（国会本会議）はコロナ感染拡大防止と経済対策の
ため、600億台湾元（約2103億円）を計上した特別予算案を可決。
感染防止策や治療などに196億元（約685億円）を割り当て、残る
404億元（約1410億円）を産業救済・振興に支出する。

中央感染症指揮センターは全世界を対象に感染症渡航情報の最高
水準「レベル3」を発出すると発表、翌21日午前0時から施行

南米ペルーでコロナによる国境封鎖で足止めされていた日本人２９
人が台湾のチャーター機で出国。菅義偉官房長官は30日記者会見
で「ペルーおよび台湾側に対して、深い謝意の念を伝えた」を表明。

台湾政府は日本にマスク200万枚を寄贈。台湾の対日窓口機関「台
湾日本関係協会」邱義仁会長が日本の対台湾窓口機関「日本台湾
交流協会」台北事務所の泉裕泰代表（大使に相当）に目録を手渡し、
同月21日に発送。菅義偉官房長官は17日の記者会見で「改めて感
謝の意を表明したい」と述べた。日本国会の超党派議員連盟「日華
議員懇談会」（日華懇）の古屋圭司会長は蔡英文総統に「心からの感
謝を表する」とし、連携強化を図りたいとの姿勢を示した。

外交部の欧江安報道官は中東サウジアラビアに滞在していた台湾
人11人が日本のチャーター機に搭乗し、東京経由で台湾に帰国し
たと発表し、日本に深い謝意を表明。

外交部の欧江安報道官は記者会見で、ロシアに在留していた台湾人
94人とロシア籍配偶者2人が日本の航空機でモスクワから成田空
港を経由して帰国と発表、ロシアや日本の関連各所の協力に感謝を
示した。

蘇貞昌行政院長（首相）は新型コロナで打撃を受けた産業の支援策
として7月から「振興券」（1000台湾元（約3600円）で3000元（約1万
円）分の買い物等ができる）を発行すると発表。沈栄津経済部長（経
済相）は1000億元（約3600億円）の経済効果を生み出せるとの見
方を示した。

交通部観光局は記者会見で、影響を受けた観光産業を回復するた
め、国内旅行の需要喚起策として旅行費補助や優遇措置などに39
億台湾元（約144億円）を投じると発表。約638万人分の旅行需要を
喚起し、約235億元（約866億円）の経済効果が見込まれる。実施期
間は7月1日から10月31日まで。

海外旅行が制限される中、台北松山空港は7月から海外旅行気分を
味わえる出入国疑似体験イベントを開催。用意した90組の枠に約1
万人の応募があった。

行政院院会（閣議）は新型コロナウイルス対策の特別予算に2100
億台湾元（約7644億円）を追加する予算案を決定。財源は公債で全
額まかなうとのこと。部会（省庁）別内訳は経済部の約1376億元（約
5000億円）が最多。追加予算案は立法院（国会）に送られる。立法院
では4月、新型コロナウイルス対策の特別予算の上限を2100億元
に引き上げる特別条例改正案が可決され、感染状況に応じて2100
億元を上限に特別予算を追加編成することを可能にする規定が盛り
込まれた。

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、台北メトロ（MRT）
は乗客にマスクの常時着用を義務付ける。周知期間の1週間を過ぎ
た後に違反すれば、最大で1万5000台湾元（約5万4000円）の過料
が科され、乗車も拒否される。

衛生福利部（保健省）は米厚生省と医療や衛生の協力に向けた覚書
を初めて締結。陳時中部長（保健相）と訪台のアザー長官が締結に
立ち会った。

外交部は新型コロナウイルスの影響で太平洋の島国ツバルに足止
めされていた台湾人男性3人と日本人2名が台湾の海上保安当局の
船舶で台湾に到着したと発表。

台湾国内で８ヵ月ぶりに新型コロナウイルスの感染者1名が確認さ
れたため、4月12日から国内感染ゼロの記録を253日でストップし
た。

日 付 主 な 出 来 事 日 付 主 な 出 来 事

台湾政府は住民に対し中国への渡航中止を勧告
台湾人12人がインドから日本航空の臨時便で出国し、東京に到着し
た。外交部（外務省）の欧江安報道官はインドと日本の関係各所から
提供された各種の支援に「外交部として心から感謝する」と謝意を表
明。

外交部は世界各国への人道支援の第2弾として、医療用マスク約
600万枚を寄贈すると発表

蔡英文総統はコロナ感染拡大に関する対策費を1兆500億台湾元
（約3兆7100億円）規模に拡大すると発表。

▲武漢肺炎に対する注意を呼び掛ける宣伝パネル

本年度、当協会の行事（定期総会、台湾フェア、台湾親善ツアー、台湾バナナで交流する会など）が　新型コロナ感染拡大防止のため中止となりました。会員の皆様にはくれぐれもご自愛ください。

産業の支援を目的とした「振興三倍券」を発行開始。紙製のほか、電
子決済、カード型電子マネー、クレジットカードにも対応。各企業が
様 な々販促キャンペーンを展開。

 2月 1 日

 2月 5 日

 2月 6 日

 2月 10 日

 2月 13 日

 2月 15日

 2月 21日

 2月 25日

 2月 27日

 3月 10日

 3月 12日

 3月 13日

 3月 20日

 3月 28日

 4月 1 日

 4月 2 日

 4月 9 日

 4月 16 日

 4月 29 日

 5月 26 日

 6月 2 日

 6月 8 日

 6月 30 日

 7月 15 日

 7月 23 日

 8月 6 日

 8月 10 日

 9月 6 日

 12月 22日
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